
















に分布するとされるツクシアマノリ Porphyra yamadae，マルバアマノリ Pyropia 







析によりツクシアマノリと判断された計 28地点の試料について，nrSSU（核 DNA のリボゾー












分の影響を調べた。沖縄株の糸状体は水温 15～25℃の範囲内では高温ほど，また塩分 25 よ
り 30および 35において成長速度が大きかった。殻胞子嚢枝形成は水温 30℃で全ての塩分区，
25℃では塩分 30 において確認された。殻胞子嚢枝からの殻胞子放出は，塩分 35 においては
塩分と水温を，塩分 30および 25においては水温を下げることで誘発された。比較のために，
いずれも Py. acanthophora と塩基配列の相同性の高い鹿児島県，山口県および石川県産株の
各糸状体の培養試験を行った結果，異なる産地の株間による顕著な相違は認められなかった。
（第 4章第 1節） 
沖縄株の葉状体は水温 15℃より 20℃および 25℃における成長速度が大きく，30℃でも葉




ど 30℃で大きく成長する傾向がみられた。（第 4章第 2節） 
【総合考察】 
第 2～4 章の結果をもとにツクシアマノリの生活史がスサビノリ等と同様のヤブレアマノ
リ型であり，糸状体と葉状体の生育適水温が日本国内産のスサビノリやマルバアマノリなど
多くの種と比較して高いことを示した。また，本種の野外採集葉状体においては，雌雄生殖
細胞の断面方向の分裂数が少ないことがあり，形態による種同定に注意を要することも併せ
て示した。（第 5章） 
本種の葉状体の成長速度は小さく，増養殖を図る上では高成長株の選抜育種が今後の課題
となる。また本種が有する高水温耐性は，地球温暖化に伴い漁期短縮等の影響が出ているノ
リ養殖業における高水温耐性品種作出等の対策にも貢献できると考えられる。 
 
 
